
「売ります」「教えます」「教えて」「仲間求む」などを掲載していきます

掲示板への投稿は？
お電話やメールでお寄せください。営業関係以外は無料で掲載いた

します。お気軽にお申込みください。掲載可否は編集局で判断させて

頂きます。
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佃
一
丁
目
石
川
島
資
料
館
を
訪
ね
ま
し
た
！

石川島はじめものがたり 佃月島はここから始まった！

新聞を電子版でお読みになれます。メルマガ登録でお申込みください。 ☎070-5079-8815 ✉info@tsukutsuki.com

最
初
は
旗
本
屋
敷
？

佃
は
江
戸
時
代
に
、
月

島
は
明
治
時
代
に
埋
立
に

よ
り
大
き
く
発
展
し
て
き

ま
し
た
が
、
「
石
川
島
」

の
地
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま

し
た
。
読
者
記
者
や
昭
和

30
年
代
に
元
石
川
島
播
磨

重
工
業
（
現
Ⅰ
Ｈ
Ｉ
）
に

入
社
さ
れ
た
小
池
さ
ん
と

と
も
に
、
佃
一
丁
目
ピ
ア

ウ
エ
ス
ト
ス
ク
エ
ア
１
階

に
あ
る
「
石
川
島
資
料
館
」

を
訪
ね
ま
し
た
。

館
内
に
入
っ
て
す
ぐ
目

に
入
る
の
が
立
派
な
鎧
で

す
。
旗
本
石
川
八
左
衛
門

重
次
が
着
用
し
た
鎧
で
す
。

江
戸
時
代
よ
り
昔
、
こ

の
地
は
「
鎧
島
」
「
森
島
」

な
ど
と
呼
ば
れ
る
、
無
人

島
や
干
潟
が
点
在
し
て
い

ま
し
た
。

徳
川
幕
府
三
代
将
軍
家

光
（1

6
0
4

～1
6
5
1

年
）
の

頃
、
船
手
頭
（
軍
艦
の
管

理
と
海
上
輸
送
が
役
割
）

重
次
が
こ
の
島
を
屋
敷
地

と
し
て
拝
領
し
ま
し
た
。

重
次
は
有
名
な
宇
都
宮

釣
天
井
事
件
の
伝
説
で
は
、

将
軍
家
光
の
駕
篭
を
一
人

で
担
い
で
そ
の
危
機
を
救
っ

た
、
剛
力
無
双
の
武
士
で

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
鎧
は
石
川
氏

の
子
孫
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

も
の
だ
そ
う
で
す
。

鬼
平
が
人
足
寄
場
に
！

1
7
9
0

年
く
ら
い
に
鬼
平

犯
科
帳
で
有
名
な
長
谷
川

平
蔵
が
、
石
川
島
人
足
寄

場
を
設
置
し
ま
し
た
。
平

蔵
が
建
議
し
幕
府
が
設
置

し
た
無
宿
人
・
軽
犯
罪
者

の
自
立
更
生
支
援
施
設
で
、

当
時
は
画
期
的
な
施
策
だ
っ

た
と
も
い
え
ま
す
。

洋
式
造
船
発
祥
の
地
に

1
8
5
3

年
に
江
戸
湾
の
浦

賀
沖
に
ペ
リ
ー
の
率
い
る

４
隻
の
軍
艦
が
来
航
す
る

と
、
時
の
江
戸
幕
府
は
、

水
戸
藩
の
徳
川
斉
昭
に
軍

艦
の
製
造
を
命
じ
ま
し
た
。

そ
こ
で
徳
川
斉
昭
は
江
戸

か
ら
近
い
石
川
島
を
造
船

所
の
場
所
と
し
て
選
ん
だ

の
で
す
。

そ
し
て
洋
式
帆
装
軍
艦

「
旭
日
丸
」
を
は
じ
め
日

本
人
に
よ
っ
て
設
計
建
造

さ
れ
た
最
初
の
蒸
気
軍
艦

「
千
代
田
形
」
な
ど
数
多

の
艦
船
を
次
々
と
建
造
し
、

そ
の
後
明
治
に
は
、
造
船

所
は
政
府
か
ら
払
い
下
げ

を
受
け
、
民
営
の
石
川
島

平
野
造
船
所
が
設
立
さ
れ
、

造
船
技
術
を
通
じ
て
わ
が

国
産
業
の
近
代
化
に
大
き

く
貢
献
し
た
の
で
し
た
。

こ
の
石
川
島
平
野
造
船

所
は
、
現
在
の
Ｉ
Ｈ
Ｉ

（
旧
社
名
：
石
川
島
播
磨

重
工
業
）
の
母
体
と
な
り

ま
し
た
。

石
川
島
の
新
旧
技
術
者

写
真
中
央
の
小
池
さ
ん

は
元
石
川
島
播
磨
重
工
業

社
員
。
写
真
右
は
後
の
リ

バ
ー
シ
テ
ィ
21
の
建
設
に

も
参
加
し
た
、
佃
二
丁
目

「
三
井
住
友
建
設
」
で
勤

務
す
る
伊
藤
さ
ん
で
す
。

資
料
館
の
地
図
で
現
在

と
当
時
の
工
場
を
懐
か
し

そ
う
に
見
て
い
る
小
池
さ

ん
は
、
石
川
島
播
磨
重
工

業
で
定
年
退
職
ま
で
様
々

な
製
造
現
場
で
、
勤
務
さ

れ
ま
し
た
。

1
9
7
9

（
昭
和
54
）
年
、

約
40
年
前
に
佃
工
場
は
移

転
し
、
そ
の
地
は
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
開
発
計
画

で
、
「
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
21
」

と
な
り
多
く
の
人
々
が
暮

ら
す
街
と
な
り
ま
し
た
。

１

「
劇
革
」

「
声
と
表
現
力
」
で
ス
ピ
ー
チ
が

変
わ
る
！

相
手
に
「
３
倍
」
魅

力
的
に
伝
わ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ボ
イ
ス

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

〇
自
分
の
魅
力
が
い
つ
で
も
出
せ

る
よ
う
に
な
る
〇
何
分
話
し
て
も

緊
張
し
な
い
〇
相
手
に

自
分
の
思
い
が
伝
え
ら

れ
る
〇
ド
キ
ド
キ
か
ら

開
放
さ
れ
る
「
声
と
表

現
力
」
を
高
め
ま
す
。

講
師

祖
父
江
好
美

音
大
卒
業
後
、
劇
団
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
女
優
に
。
退
団

後
そ
の
経
験
を
活
か
し
、

ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
、
表
現

力
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し

て
活
動
中
。

info@cheers-inc.co.jp

０
３-

４
３
６
０-

８
７
３
４

佃・月島地域以外の方にも年2千円サポーター会員で新聞をお届けします。 ☎070-5079-8815 ✉info@tsukutsuki.com

佃
月
島
で
観
察
で
き
る

野
鳥
図
鑑
連
載
③

佃
二
丁
目
の
読
者
記
者

藤
田
明
さ
ん
は
毎
年
開
催
し

て
い
る
「
野
鳥
観
察
会
」
の

運
営
メ
ン
バ
ー
で
す
。

「
ツ
バ
メ
」

夏
に
日
本
に
き
て
繁
殖
し
、

秋
に
南
へ
も
ど
っ
て
い
く
の

が
夏
鳥
。
そ
の
代
表
が
、
ツ

バ
メ
で
す
。
と
こ
ろ
が
減
少

傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
フ

ン
害
を
嫌
っ
て
、
住
民
が
巣

を
壊
し
て
し
ま
う
た
め
で
す
。

か
わ
い
い
ヒ
ナ
た
ち
の
成

鳥
を
楽
し
め
る
機
会
。
汚
れ

対
策
を
施
し
て
、
温
か
く
見

守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

大
好
評
の
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

藤
田
さ
ん
制
作
の
「
冬
の

野
鳥
図
鑑
」
を
ご
希
望
の
方

に
無
料
で
お
譲
り
し
て
い
ま

す
。
読
者
か
ら
は
「
窓
辺
か

ら
見
え
る
鳥
の
名
前
が
知
り

た
か
っ
た
」
「
来
年
の
野
鳥

観
察
会
が
楽
し
み
」
な
ど
の

声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
夏
の
図
鑑
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ご
希
望
の
方
は

編
集
部
ま
で
ご
連
絡
を
。

佃
月
島
新
聞
サ
ポ
ー
タ
ー

企
業
サ
ポ
ー
タ
ー
が
15
社
に
、

個
人
サ
ポ
ー
タ
ー
は
30
人
を
越
え

ま
し
た
。
佃
月
島
新
聞
は
地
域
を

絞
り
込
む
こ
と
で
経
費
を
下
げ
、

地
域
情
報
を
極
力
多
く
お
伝
え
し

た
く
、
運
営
経
費
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
た
だ
く
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

年
会
費

個
人
一
口
２
千
円

新
聞
を
ゆ
う
メ
ー
ル
便
な
ど
で

毎
月
確
実
に
お
届
け
し
ま
す
。

年
会
費

法
人
一
口
２
万
円

年
一
回
企
業
様
の
PR
紹
介
記
事

を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

ご
賛
同
い
た
だ
け
る

方
の
ご
協
力
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
地
域
企
業
様

の
毎
月
の
広
告
も
四
社
、
頂
戴
し

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
編
集

部
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

こ
ち
ら
み
ん
な
の
情
報
局

中
央
区
区
民
メ

デ
ィ
ア
リ
ポ
ー
タ
ー

の
会
が
制
作
の
東

京
ベ
イ
ネ
ッ
ト

「
中
央
区
発

こ

ち
ら
み
ん
な
の
情

報
局
」
は
、
毎
日

３
回
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

番
組
はY

o
u
T
u
b
e

で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
「
中
央
区

区
民

メ
デ
ィ
ア
リ
ポ
ー
タ
ー
の
会
」
と

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。
５
月
に
ア
ッ

プ
さ
れ
た
の
は

①
街
の
あ
の
人
の
お
気
に
入
り
喫

茶
店

②
中
央
区
観
光
検
定
〝
佃
の
う
さ

こ
さ
ん
“

読
者
記
者
で
月
島
長
屋
学
校
で

も
ご
一
緒
し
て
い
る
、
リ
ポ
ー
タ
ー

で
活
躍
中
の
マ
リ
ー
さ
ん
に
お
聞

き
し
ま
し
た
。

Ｑ
取
材
か
ら
編
集
ま
で
ど
の
く
ら

い
か
か
る
の
で
す
か
？

取
材
に
２
か
月
、
編
集
に
１
か

月
、
合
わ
せ
て
３
か
月
ほ
ど
で
す
。

Ｑ
編
集
ソ
フ
ト
は
何
を
？

前
作
ま
で
はM

o
v
i
e
M
a
k
e
r

を
使

用
、
今
年
か
らP

o
w
e
r
D
i
r
e
c
t
o
r

に
替
え
ま
し
た
。

Ｑ
題
材
は
ど
こ

で
見
つ
け
る
の
？

中
央
区
内
の
人

や
活
動
で
魅
か

れ
た
も
の
が
テ
ー

マ
に
な
り
ま
す

が
、
１
年
が
か

り
で
探
し
て
い

ま
す
。

新聞を応援いただいている企業サポーター 「ハートベルカンパニー 中
央区蛎殻町不動産」「Ａ-スタイル 武蔵野市広告代理店」「土井工芸 江東区イ

ンテリア内装」「ジャストリサーチサービス 中央区新川 マーケティングリサー

チ」「ニュースター楽器 武蔵野市音楽教室」「キョウカ 中野区弁当配達」

「東京メンテナンス管理 中央区蛎殻町」「Cheers 中央区銀座社員教育・経営

コンサルタント」「平井支店 築地」「グッドイナフ 新宿区訪問介護」「コミ

ニカ印刷春日部市」「三井住友建設㈱ 中央区佃」「リバーシティすずき整形外

科佃」「アイル女性クリニック 月島アイマークタワー」「加圧トレーニングス

タジオ ビプール 佃3丁目」その他個人サポーターの皆さんはホームページに掲

載させていただきます。

応援をいただいている町会・自治会 佃一丁目町会・佃2丁目5号棟自治会・
佃リバーシティ自治会・コーシャタワー佃自治会・リバーシティ21.3号棟自治会・

月島二之部町会 敬称略 5月15日現在

古地図は 京橋図書館蔵 地域資料室「中央区沿革図集」より

石川島の地で働いた人・働いている人 関係ない人

石
川
島
（
佃
二
丁
目
）
で

活
躍
す
る
三
井
住
友
建
設

こ
う
し
て
石
川
島
は
江
戸

時
代
か
ら
現
在
ま
で
、
時
代

と
と
も
に
様
々
な
変
革
を
遂

げ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
そ

こ
に
暮
ら
す
人
た
ち
と
も
密

接
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。

工
場
で
働
く
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
の
生
活
の
場
に
な
っ
て

い
た
長
屋
や
商
店
街
な
ど
。

旧
石
川
島
で
佃
二
丁
目
に

本
社
が
あ
る
三
井
住
友
建
設

は
佃
の
地
域
活
動
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
市

民
講
座
と
し
て
「
木
の
あ
る

暮
ら
し
」
「
減
災
を
め
ざ
し

て
」
第
三
回
の
昨
年
は
、

「
佃
月
島
の
再
発
見
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
を
開
催
、
ま
た
社

員
に
よ
る
地
域
の
子
ど
も
達

へ
の
環
境
教
育
、
清
掃
活
動

や
住
吉
神
社
桜
祭
り
で
の

「
三
建
太
鼓
」
な
ど
、
地
域

の
企
業
と
し
て
生
き
い
き
と

し
た
ま
ち
作
り
に
協
力
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

小
池
さ
ん
へ
の
取
材
（
読

者
記
者
木
内
さ
ん
）
は
「
メ

モ
ロ
記
憶
の
銀
行

月
島
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
近
日
中
に

映
像
公
開
予
定
で
す
。

今
回
、
㈱
Ｉ
Ｈ
Ｉ
石
川
島

資
料
館
・
中
央
区
ま
ち
か
ど

展
示
館
の
取
材
協
力
を
頂
戴

い
た
し
ま
し
た
。

2
0
2
0

年
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
ま
す
が
、
健
常
者
が
障
害
者
へ

の
理
解
を
深
め
、
手
助
け
を
す
る
た

め
の
意
識
変
革
か
ら
、
実
際
に
行
動

す
る
人
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
一
人
一
人
が

行
動
を
お
こ
せ
る
、
土
壌
を
作
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

両
面
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
整
い
、
誰

も
が
暮
ら
し
や
す
い
共
生
社
会
の
実

現
を
目
指
す
た
め
、
今
回
「
心
の
手

を
繋
ぎ
ま
せ
ん
か
」
を
開
催
し
ま
す
。

主
催

公
益
社
団
法
人
東
京
青
年

会
議
所
中
央
区
委
員
会

開
催
日
時
・
場
所

７
月
８
日
（
日
）

中
央
区
立
明
石
小
学
校
・
体
育
館
、

校
庭

13
時
～
17
時

参
加
無
料

13
時
～
演
劇
「Handy

」
を
上
演

14
時
20
分
～
中
央
区
障
害
者
団
体
活

動
発
表
・
障
害
者
体
験
会

演
劇
『HandY-

ハ
ン
デ
ィ-

』

市
村
啓
二
脚
本
・
演
出2

0
1
6

年

第
13
回
杉
並
演
劇
祭
「
大
賞
」
受

賞
作
品

昨
年
10
月
の
東
京
公
演

で
編
集
長
が
感
涙
し
た
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
二
人
劇
（
＋
キ
ー
ボ
ー
ド
）

で
す
。
QR
コ
ー

ド
で
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

「
心
の
手
を
繋
ぎ
ま
せ
ん
か
」
７
月
８
日
開
催
予
告

Ｊ
Ｃ
主
催

岡
田
親

錦
絵
展

も
し
も
私
が
北
斎
だ
っ
た
ら

会
期
６
月
８
日(

金)

～
17
日(

日)

※
最
終
日
18:

00
閉
場

場
所
：
銀
座
伊
東
屋
地
下
一
階

江
戸
町
火
消
錦
絵
師
と
し
て
活

躍
す
る
岡
田
親
さ
ん
の
２
年
ぶ
り

の
個
展
。
岡
田

親
フ
ァ
ン
お
待

ち
か
ね
の
展
覧

会
で
す
。
も
ち

ろ
ん
編
集
長
も

海
老
屋
の
若
旦

那
も
行
き
ま
す
。
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路
地
に
花
と
み
ど
り
を
！

東
京
築
地
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
か
ら
佃
一
丁
目
町
会
へ

中
央
区
に
は
佃
月
島
な
ど
に

昔
か
ら
の
路
地
が
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
路
地
を
花
で
飾
ろ
う

と
３
年
前
か
ら
活
動
し
て
い
る

中
央
区
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
映
像
が
制
作
さ
れ
る

国
内
は
も
と
よ
り
世
界
に

向
け
て
、
中
央
区
の
多
彩
な

魅
力
を
積
極
的
に
発
信
す
る

た
め
に
、
中
央
区
区
民
部
商

工
観
光
課
が
制
作
し
ま
し
た
。

漢
字
一
文
字
を
テ
ー
マ
と

し
た
５
編
と
、
総
合
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
の
計
６
編
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
歩
・
遊
・

食
・
彩
・
人
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
。
日
本
語
・
英
語
・
韓

国
語
・
中
国
語
の
４
か
国
語

が
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
佃
・
月
島
も
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
よ
。

映
像
は
中
央
区
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
はY

O
U
T
U
B
E

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
か
ら
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

中
央
区
に
働
く

人
、
住
ん
で
る

人
の
す
て
き
な

笑
顔
が
印
象
的

で
す
。

街
角
植
物
観
察
日
記

佃
二
丁
目
菅
野
さ
ん
記
事

石
川
島
公
園
の
花
々
た
ち

毎
週
土
曜
日
朝
９
時
か
ら

「
石
川
島
公
園
管
理
協
議
会
」

（
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
21
の
三
つ

の
自
治
会
が
中
央
区
か
ら
管

理
を
受
託
）
の
皆
さ
ん
が
清

掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公
園
で
は
下
を
向
い
て
の

散
歩
を
兼
ね
た
清
掃
に
な
り

ま
す
。
そ
う
す
る
と
い
ろ
い

ろ
な
草
花
が
目
に
入
り
ま
す
。

そ
の
名
前
を
知
っ
た
ら
も
っ

と
活
動
が
楽
し
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
菅
野
さ
ん
に
は

前
号
の
「
ハ
ナ
ニ
ラ
」

「
オ
オ
イ
ヌ
フ
グ
リ
」
に

続
い
て
の
石
川
島
公
園
植

物
観
察
で
す
。

石
川
島
公
園
の
斜
面
に

「
昼
咲
き
月
見
草
」
が
咲

き
始
め
ま
し
た
。
平
ら
な

所
は
草
刈
り
が
さ
れ
て
今

は
な
に
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

宿
根
草
な
の
で
、
発
刊
の

頃
に
は
群
生
し
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
科
の
帰

化
植
物
で
大
正
時
代
に
日

本
に
入
っ
て
来
た
よ
う
で

す
。
花
に
よ
っ
て
、
香
り

の
良
い
も
の
と
全
く
香
り

の
感
じ
ら
れ
な
い
も
の
と

あ
り
ま
す
。
そ
の
違
い
は
、

生
え
て
い
る
場
所
の
要
因

か
遺
伝
子
に
因
る
も
の
か

は
解
っ
て
い
ま
せ
ん
。
花

期
は
５
～
７
月
な
の
で
、

長
く
楽
し
め
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
川
柳

シ
ル
バ
ー
川
柳
（
中
央
）
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
作
品
で
す
。

５
月
課
題
は
「
自
由
題
」

幸
せ
は
手
の
と
ど
く
所
に

座
り
居
る

草
心

同
期
会
青
春
気
分
の

ジ
ジ
と
バ
バ

お
ば
さ
ん

参
加
ご
希
望
の
方
は
佃
一
丁

目
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で

０
３-

３
５
３
１-

７
８
１
３

Ｒ
65
月
島
カ
フ
ェ
勝
ど
き

区
民
館

６
月
の
開
催
は

21
日
木
曜
日

毎
月
第
３
木
曜
日
午
後
２
時
、

勝
ど
き
区
民
館
一
階
「
勝
ど
き

デ
イ
ル
ー
ム
で
開
催
し
て
い
る

Ｒ
65
月
島
カ
フ
ェ
は
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
５
月
は

カ
ン
ト
リ
ー
本
格
的
ラ
イ
ブ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
事
前
に

「
今
月
の
Ｒ
65

イ
ベ
ン
ト
案

内
」
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
・
携
帯
電
話
を
ご

登
録
く
だ
さ
い
。

℡

070-5079-8815
info@tsukutsuki.com

佃
月
島
新
聞
配
布
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

佃
２
丁
目
リ
バ
ー
シ
テ
ィ

21
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
佃
月
島

新
聞
を
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
す
る

有
償
の
お
仕
事
で
す
。
約
３

５
０
０
部
を
毎
月
末
の
３
日

間
で
ご
都
合
が
よ
い
時
間
帯

に
投
函
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
。

約
２
時
間
程
度
の
作
業
と
な

り
ま
す
。

佃
月
島
新
聞
は
ま
と
め
て

ご
自
宅
に
宅
配
い
た
し
ま
す
。

他
の
地
域
で
も
読
者
に
よ

る
配
布
を
検
討
中
で
す
。

詳
し
い
内
容
は
編
集
部
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

新聞ご購読の感想やお問合せは編集部までご連絡ください。 ☎070-5079-8815 ✉info@tsukutsuki.com 地域の皆様の情報をお待ちしております。編集部までご連絡ください。 ☎070-5079-8815 ✉info@tsukutsuki.com

８
月
３
日
に
大
幟
が
佃
島

に
掲
げ
ら
れ
ま
す
が
、
佃
小

橋
脇
の
佃
堀
に
三
年
前
に
埋

設
さ
れ
て
い
る
「
大
幟
柱
・

抱
木
」
を
掘
り
出
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
７
月
１
日

日
曜
日
大
潮
の
午
前
11
時
か

ら
掘
出
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
他
寄
付
板
や
佃
の
入
口

「
黒
木
鳥
居
」
、
町
内
神
輿

や
獅
子
頭
を
安
置
す
る
「
御

仮
屋
」
の
設
置
な
ど
ほ
と
ん

ど
が
「
講
」
の
方
々
の
奉
仕

で
行
わ
れ
ま
す
。
７
月
の
日

曜
日
は
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
準

備
に
費
や
さ
れ
る
の
で
す
。

住
吉
講

裏
方
の
仕
事

大
祭
の
行
事
日
程
は
右
の

の
と
お
り
で
す
が
、
こ
の
行

事
に
は
、
大
変
な
準
備
が
必

要
な
の
で
す
。

平
成
三
十
年
住
吉
例
大
祭

詳
細
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

Ｒ
60
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
続
編
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

住
吉
講
の
揃
衣

反
物
か
ら
仕
立
て
ま
で
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
で
す
。
「
当
年
の

揃
衣
は
当
人
の
物
」
と
言
わ
れ

例
大
祭
の
時
に
新
調
さ
れ
、
本

人
だ
け
が
使
用
で
き
ま
す
。
世

話
人
・
大
若
衆
・
若
衆
と
役
割

毎
に
色
違
い
の
揃
衣
が
作
ら
れ

ら
れ
ま
す
。
７
月
号
で
は
今
年

の
揃
衣
を
ご
披
露
い
た
し
ま
す
。

祭
り
の
衣
装

揃
衣
の
下
に
は
晒
（
さ
ら
し
）

を
そ
し
て
半
股
引
、
白
足
袋
と
。

そ
の
上
に
揃
衣
の
袖
を
通
し
、

帯
を
締
め
て
袖
を
ま
く
り
、
裾

を
は
し
ょ
り
上
げ
ま
す
。
鉢
巻

き
は
「
住
吉
講
手
ぬ
ぐ
い
」
を

前
で
結
ぶ
と
住
吉
講
神
輿
ス
タ

イ
ル
の
出
来
上
が
り
で
す
。

こ
の
連
載
は
住
吉
講
大
若
頭
菊
池

さ
ん
に
監
修
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
Ｐ
Ｗ
江
戸
っ
子
ク
ラ
ブ
」

の
皆
さ
ん
の
活
動
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
二
本
の
ポ
ー
ル
を

持
っ
て
カ
ッ
コ
よ
く
歩
い
て

い
る
人
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
私
も
や
っ
て
み
た

い
な
！
と
。

ポ
ー
ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

Ｐ
Ｗ
江
戸
っ
子
ク
ラ
ブ
の
活
動

日
本
ポ
ー
ル
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
協
会
認
定
コ
ー
チ
浜
野
さ

ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

自
分
の
足
で
歩
く
事
は
、

長
寿
社
会
を
楽
し
く
過
ご
す

基
本
で
す
。
足
腰
に
不
安
が

あ
る
方
も
専
用
ポ
ー
ル
を

持
っ
て
歩
く
と
、
歩
く
楽

し
さ
を
味
わ
え
ま
す
。
私

た
ち
「
Ｐ
Ｗ
江
戸
っ
子
ク

ラ
ブ
」
は
仲
間
と
会
話
し

な
が
ら
季
節
の
花
や
緑
を

楽
し
み
、
自
然
を
満
喫
し

な
が
ら
健
康
維
持
、
認
知

症
予
防
を
目
的
と
し
た
ポ
ー

ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
定
期

的
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

（
連
絡
先
）

発
起
人
・
会
長

最
首
ト

シ
エ
（
３
５
３
３
）
５
２

４
４
（
留
守
電
）

「
つ
く
つ
き
連
載
企
画
」

が
冊
子
に

読
者
の
方

５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

編
集
部
ま
で

前
身
の
天
空
新
聞
「
て

ん
く
う
か
ぞ
く
」
か
ら
、

も
う
21
号
に
な
る
「
つ
く

つ
き
か
ぞ
く
」
は
、
協
働

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
知
り
合
っ

た
本
園
さ
ん
の
作
品
で
す
。

「
街
角
植
物
観
察
日
記
」

の
菅
野
さ
ん
と
は
最
初

「
野
鳥
観
察
会
」
で
お
知

り
合
い
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
お
二
人
の
今
ま
で

の
作
品
集
を
36
ペ
ー
ジ
の

冊
子
に
し
ま
し
た
。

広告

の
が
「
東
京
築
地
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
」
で
す
。
名
前
は
築
地
と
な
っ

て
い
ま
す
が
佃
・
月
島
地
域
も
活

動
範
囲
な
の
で
す
。
５
月
９
日
佃

一
丁
目
町
会
に
取
材
に
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

花
は
サ
ル
ビ
ア
・
ベ
コ
ニ
ア
・

イ
ン
パ
チ
エ
ン
ス
・
ジ
ニ
ア
と
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。
贈
呈
式
で
は

東
京
築
地
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

古
池
建
一
会
長
か
ら
佃
一
丁
目
町

会
小
澤
会
長
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の

活
動
は
５
月
20

日
に
は
月
島
二

之
部
町
会
で
も

開
催
さ
れ
、
他

で
は
築
地
七
丁

目
町
会
で
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

４
月
23
日
（
月
）
日
本
橋

社
会
教
育
会
館
ホ
ー
ル
で
「T

H
E

・
リ
ー
マ
ン

二
代
目
社

長
の
劇
場
」
が
上
演
さ
れ
ま

し
た
。
２
０
１
６
年
上
演
の

「
Ｒ
60
ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」

の
続
編
だ
っ
た
今
回
は
、
佐

久
間
編
集
長
も
本
人
役
で
！

出
番
も
セ
リ
フ
も
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
小
道
具
の
取
材

ノ
ー
ト
を
カ
ン
ペ
代
り
に
す

る
裏
技
で
乗
り
切
り
ま
し
た
。

今
回
は
Ｌ
Ｅ
Ｃ
東
京
リ
ー

ガ
ル
マ
イ
ン
ド
、
青
年
会
議

所
中
央
区
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

の
後
援
を
受
け
た
こ
と
、
ま

た
出
演
メ
ン
バ
ー
16
人
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
大
成
功
に
終
わ

り
ま
し
た
。
脚
本
・
曲
・
振

付
の
祖
父
江
さ
ん
、
演
出
の

市
村
さ
ん
や
ご
来
場
い
た
だ

い
た
１
５
０
名
の
皆
さ
ん
に

感
謝
い
た
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
や
り

ま
す
か
?!

Y
O
U

T
U
B
E

で
当
日
の

動
画
が
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

黒木鳥居
大幟

参拝式 住吉講・連合睦の揃衣が見られます
世話人・大若衆・若衆
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路
地
に
花
と
み
ど
り
を
！

東
京
築
地
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
か
ら
佃
一
丁
目
町
会
へ

中
央
区
に
は
佃
月
島
な
ど
に

昔
か
ら
の
路
地
が
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
路
地
を
花
で
飾
ろ
う

と
３
年
前
か
ら
活
動
し
て
い
る

中
央
区
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
映
像
が
制
作
さ
れ
る

国
内
は
も
と
よ
り
世
界
に

向
け
て
、
中
央
区
の
多
彩
な

魅
力
を
積
極
的
に
発
信
す
る

た
め
に
、
中
央
区
区
民
部
商

工
観
光
課
が
制
作
し
ま
し
た
。

漢
字
一
文
字
を
テ
ー
マ
と

し
た
５
編
と
、
総
合
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
の
計
６
編
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
歩
・
遊
・

食
・
彩
・
人
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
。
日
本
語
・
英
語
・
韓

国
語
・
中
国
語
の
４
か
国
語

が
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
佃
・
月
島
も
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
よ
。

映
像
は
中
央
区
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
はY

O
U
T
U
B
E

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
か
ら
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

中
央
区
に
働
く

人
、
住
ん
で
る

人
の
す
て
き
な

笑
顔
が
印
象
的

で
す
。

街
角
植
物
観
察
日
記

佃
二
丁
目
菅
野
さ
ん
記
事

石
川
島
公
園
の
花
々
た
ち

毎
週
土
曜
日
朝
９
時
か
ら

「
石
川
島
公
園
管
理
協
議
会
」

（
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
21
の
三
つ

の
自
治
会
が
中
央
区
か
ら
管

理
を
受
託
）
の
皆
さ
ん
が
清

掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公
園
で
は
下
を
向
い
て
の

散
歩
を
兼
ね
た
清
掃
に
な
り

ま
す
。
そ
う
す
る
と
い
ろ
い

ろ
な
草
花
が
目
に
入
り
ま
す
。

そ
の
名
前
を
知
っ
た
ら
も
っ

と
活
動
が
楽
し
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
菅
野
さ
ん
に
は

前
号
の
「
ハ
ナ
ニ
ラ
」

「
オ
オ
イ
ヌ
フ
グ
リ
」
に

続
い
て
の
石
川
島
公
園
植

物
観
察
で
す
。

石
川
島
公
園
の
斜
面
に

「
昼
咲
き
月
見
草
」
が
咲

き
始
め
ま
し
た
。
平
ら
な

所
は
草
刈
り
が
さ
れ
て
今

は
な
に
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

宿
根
草
な
の
で
、
発
刊
の

頃
に
は
群
生
し
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
科
の
帰

化
植
物
で
大
正
時
代
に
日

本
に
入
っ
て
来
た
よ
う
で

す
。
花
に
よ
っ
て
、
香
り

の
良
い
も
の
と
全
く
香
り

の
感
じ
ら
れ
な
い
も
の
と

あ
り
ま
す
。
そ
の
違
い
は
、

生
え
て
い
る
場
所
の
要
因

か
遺
伝
子
に
因
る
も
の
か

は
解
っ
て
い
ま
せ
ん
。
花

期
は
５
～
７
月
な
の
で
、

長
く
楽
し
め
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
川
柳

シ
ル
バ
ー
川
柳
（
中
央
）
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
作
品
で
す
。

５
月
課
題
は
「
自
由
題
」

幸
せ
は
手
の
と
ど
く
所
に

座
り
居
る

草
心

同
期
会
青
春
気
分
の

ジ
ジ
と
バ
バ

お
ば
さ
ん

参
加
ご
希
望
の
方
は
佃
一
丁

目
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で

０
３-

３
５
３
１-

７
８
１
３

Ｒ
65
月
島
カ
フ
ェ
勝
ど
き

区
民
館

６
月
の
開
催
は

21
日
木
曜
日

毎
月
第
３
木
曜
日
午
後
２
時
、

勝
ど
き
区
民
館
一
階
「
勝
ど
き

デ
イ
ル
ー
ム
で
開
催
し
て
い
る

Ｒ
65
月
島
カ
フ
ェ
は
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
５
月
は

カ
ン
ト
リ
ー
本
格
的
ラ
イ
ブ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
事
前
に

「
今
月
の
Ｒ
65

イ
ベ
ン
ト
案

内
」
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
・
携
帯
電
話
を
ご

登
録
く
だ
さ
い
。

℡

070-5079-8815
info@tsukutsuki.com

佃
月
島
新
聞
配
布
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

佃
２
丁
目
リ
バ
ー
シ
テ
ィ

21
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
佃
月
島

新
聞
を
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
す
る

有
償
の
お
仕
事
で
す
。
約
３

５
０
０
部
を
毎
月
末
の
３
日

間
で
ご
都
合
が
よ
い
時
間
帯

に
投
函
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
。

約
２
時
間
程
度
の
作
業
と
な

り
ま
す
。

佃
月
島
新
聞
は
ま
と
め
て

ご
自
宅
に
宅
配
い
た
し
ま
す
。

他
の
地
域
で
も
読
者
に
よ

る
配
布
を
検
討
中
で
す
。

詳
し
い
内
容
は
編
集
部
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

新聞ご購読の感想やお問合せは編集部までご連絡ください。 ☎070-5079-8815 ✉info@tsukutsuki.com 地域の皆様の情報をお待ちしております。編集部までご連絡ください。 ☎070-5079-8815 ✉info@tsukutsuki.com

８
月
３
日
に
大
幟
が
佃
島

に
掲
げ
ら
れ
ま
す
が
、
佃
小

橋
脇
の
佃
堀
に
三
年
前
に
埋

設
さ
れ
て
い
る
「
大
幟
柱
・

抱
木
」
を
掘
り
出
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
７
月
１
日

日
曜
日
大
潮
の
午
前
11
時
か

ら
掘
出
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
他
寄
付
板
や
佃
の
入
口

「
黒
木
鳥
居
」
、
町
内
神
輿

や
獅
子
頭
を
安
置
す
る
「
御

仮
屋
」
の
設
置
な
ど
ほ
と
ん

ど
が
「
講
」
の
方
々
の
奉
仕

で
行
わ
れ
ま
す
。
７
月
の
日

曜
日
は
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
準

備
に
費
や
さ
れ
る
の
で
す
。

住
吉
講

裏
方
の
仕
事

大
祭
の
行
事
日
程
は
右
の

の
と
お
り
で
す
が
、
こ
の
行

事
に
は
、
大
変
な
準
備
が
必

要
な
の
で
す
。

平
成
三
十
年
住
吉
例
大
祭

詳
細
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

Ｒ
60
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
続
編
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

住
吉
講
の
揃
衣

反
物
か
ら
仕
立
て
ま
で
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
で
す
。
「
当
年
の

揃
衣
は
当
人
の
物
」
と
言
わ
れ

例
大
祭
の
時
に
新
調
さ
れ
、
本

人
だ
け
が
使
用
で
き
ま
す
。
世

話
人
・
大
若
衆
・
若
衆
と
役
割

毎
に
色
違
い
の
揃
衣
が
作
ら
れ

ら
れ
ま
す
。
７
月
号
で
は
今
年

の
揃
衣
を
ご
披
露
い
た
し
ま
す
。

祭
り
の
衣
装

揃
衣
の
下
に
は
晒
（
さ
ら
し
）

を
そ
し
て
半
股
引
、
白
足
袋
と
。

そ
の
上
に
揃
衣
の
袖
を
通
し
、

帯
を
締
め
て
袖
を
ま
く
り
、
裾

を
は
し
ょ
り
上
げ
ま
す
。
鉢
巻

き
は
「
住
吉
講
手
ぬ
ぐ
い
」
を

前
で
結
ぶ
と
住
吉
講
神
輿
ス
タ

イ
ル
の
出
来
上
が
り
で
す
。

こ
の
連
載
は
住
吉
講
大
若
頭
菊
池

さ
ん
に
監
修
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
Ｐ
Ｗ
江
戸
っ
子
ク
ラ
ブ
」

の
皆
さ
ん
の
活
動
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
二
本
の
ポ
ー
ル
を

持
っ
て
カ
ッ
コ
よ
く
歩
い
て

い
る
人
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
私
も
や
っ
て
み
た

い
な
！
と
。

ポ
ー
ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

Ｐ
Ｗ
江
戸
っ
子
ク
ラ
ブ
の
活
動

日
本
ポ
ー
ル
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
協
会
認
定
コ
ー
チ
浜
野
さ

ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

自
分
の
足
で
歩
く
事
は
、

長
寿
社
会
を
楽
し
く
過
ご
す

基
本
で
す
。
足
腰
に
不
安
が

あ
る
方
も
専
用
ポ
ー
ル
を

持
っ
て
歩
く
と
、
歩
く
楽

し
さ
を
味
わ
え
ま
す
。
私

た
ち
「
Ｐ
Ｗ
江
戸
っ
子
ク

ラ
ブ
」
は
仲
間
と
会
話
し

な
が
ら
季
節
の
花
や
緑
を

楽
し
み
、
自
然
を
満
喫
し

な
が
ら
健
康
維
持
、
認
知

症
予
防
を
目
的
と
し
た
ポ
ー

ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
定
期

的
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

（
連
絡
先
）

発
起
人
・
会
長

最
首
ト

シ
エ
（
３
５
３
３
）
５
２

４
４
（
留
守
電
）

「
つ
く
つ
き
連
載
企
画
」

が
冊
子
に

読
者
の
方

５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

編
集
部
ま
で

前
身
の
天
空
新
聞
「
て

ん
く
う
か
ぞ
く
」
か
ら
、

も
う
21
号
に
な
る
「
つ
く

つ
き
か
ぞ
く
」
は
、
協
働

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
知
り
合
っ

た
本
園
さ
ん
の
作
品
で
す
。

「
街
角
植
物
観
察
日
記
」

の
菅
野
さ
ん
と
は
最
初

「
野
鳥
観
察
会
」
で
お
知

り
合
い
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
お
二
人
の
今
ま
で

の
作
品
集
を
36
ペ
ー
ジ
の

冊
子
に
し
ま
し
た
。

広告

の
が
「
東
京
築
地
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
」
で
す
。
名
前
は
築
地
と
な
っ

て
い
ま
す
が
佃
・
月
島
地
域
も
活

動
範
囲
な
の
で
す
。
５
月
９
日
佃

一
丁
目
町
会
に
取
材
に
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

花
は
サ
ル
ビ
ア
・
ベ
コ
ニ
ア
・

イ
ン
パ
チ
エ
ン
ス
・
ジ
ニ
ア
と
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。
贈
呈
式
で
は

東
京
築
地
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

古
池
建
一
会
長
か
ら
佃
一
丁
目
町

会
小
澤
会
長
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の

活
動
は
５
月
20

日
に
は
月
島
二

之
部
町
会
で
も

開
催
さ
れ
、
他

で
は
築
地
七
丁

目
町
会
で
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

４
月
23
日
（
月
）
日
本
橋

社
会
教
育
会
館
ホ
ー
ル
で
「T

H
E

・
リ
ー
マ
ン

二
代
目
社

長
の
劇
場
」
が
上
演
さ
れ
ま

し
た
。
２
０
１
６
年
上
演
の

「
Ｒ
60
ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」

の
続
編
だ
っ
た
今
回
は
、
佐

久
間
編
集
長
も
本
人
役
で
！

出
番
も
セ
リ
フ
も
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
小
道
具
の
取
材

ノ
ー
ト
を
カ
ン
ペ
代
り
に
す

る
裏
技
で
乗
り
切
り
ま
し
た
。

今
回
は
Ｌ
Ｅ
Ｃ
東
京
リ
ー

ガ
ル
マ
イ
ン
ド
、
青
年
会
議

所
中
央
区
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

の
後
援
を
受
け
た
こ
と
、
ま

た
出
演
メ
ン
バ
ー
16
人
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
大
成
功
に
終
わ

り
ま
し
た
。
脚
本
・
曲
・
振

付
の
祖
父
江
さ
ん
、
演
出
の

市
村
さ
ん
や
ご
来
場
い
た
だ

い
た
１
５
０
名
の
皆
さ
ん
に

感
謝
い
た
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
や
り

ま
す
か
?!

Y
O
U

T
U
B
E

で
当
日
の

動
画
が
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

黒木鳥居
大幟

参拝式 住吉講・連合睦の揃衣が見られます
世話人・大若衆・若衆
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佃
一
丁
目
石
川
島
資
料
館
を
訪
ね
ま
し
た
！

石川島はじめものがたり 佃月島はここから始まった！

新聞を電子版でお読みになれます。メルマガ登録でお申込みください。 ☎070-5079-8815 ✉info@tsukutsuki.com

最
初
は
旗
本
屋
敷
？

佃
は
江
戸
時
代
に
、
月

島
は
明
治
時
代
に
埋
立
に

よ
り
大
き
く
発
展
し
て
き

ま
し
た
が
、
「
石
川
島
」

の
地
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま

し
た
。
読
者
記
者
や
昭
和

30
年
代
に
元
石
川
島
播
磨

重
工
業
（
現
Ⅰ
Ｈ
Ｉ
）
に

入
社
さ
れ
た
小
池
さ
ん
と

と
も
に
、
佃
一
丁
目
ピ
ア

ウ
エ
ス
ト
ス
ク
エ
ア
１
階

に
あ
る
「
石
川
島
資
料
館
」

を
訪
ね
ま
し
た
。

館
内
に
入
っ
て
す
ぐ
目

に
入
る
の
が
立
派
な
鎧
で

す
。
旗
本
石
川
八
左
衛
門

重
次
が
着
用
し
た
鎧
で
す
。

江
戸
時
代
よ
り
昔
、
こ

の
地
は
「
鎧
島
」
「
森
島
」

な
ど
と
呼
ば
れ
る
、
無
人

島
や
干
潟
が
点
在
し
て
い

ま
し
た
。

徳
川
幕
府
三
代
将
軍
家

光
（1

6
0
4

～1
6
5
1

年
）
の

頃
、
船
手
頭
（
軍
艦
の
管

理
と
海
上
輸
送
が
役
割
）

重
次
が
こ
の
島
を
屋
敷
地

と
し
て
拝
領
し
ま
し
た
。

重
次
は
有
名
な
宇
都
宮

釣
天
井
事
件
の
伝
説
で
は
、

将
軍
家
光
の
駕
篭
を
一
人

で
担
い
で
そ
の
危
機
を
救
っ

た
、
剛
力
無
双
の
武
士
で

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
鎧
は
石
川
氏

の
子
孫
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

も
の
だ
そ
う
で
す
。

鬼
平
が
人
足
寄
場
に
！

1
7
9
0

年
く
ら
い
に
鬼
平

犯
科
帳
で
有
名
な
長
谷
川

平
蔵
が
、
石
川
島
人
足
寄

場
を
設
置
し
ま
し
た
。
平

蔵
が
建
議
し
幕
府
が
設
置

し
た
無
宿
人
・
軽
犯
罪
者

の
自
立
更
生
支
援
施
設
で
、

当
時
は
画
期
的
な
施
策
だ
っ

た
と
も
い
え
ま
す
。

洋
式
造
船
発
祥
の
地
に

1
8
5
3

年
に
江
戸
湾
の
浦

賀
沖
に
ペ
リ
ー
の
率
い
る

４
隻
の
軍
艦
が
来
航
す
る

と
、
時
の
江
戸
幕
府
は
、

水
戸
藩
の
徳
川
斉
昭
に
軍

艦
の
製
造
を
命
じ
ま
し
た
。

そ
こ
で
徳
川
斉
昭
は
江
戸

か
ら
近
い
石
川
島
を
造
船

所
の
場
所
と
し
て
選
ん
だ

の
で
す
。

そ
し
て
洋
式
帆
装
軍
艦

「
旭
日
丸
」
を
は
じ
め
日

本
人
に
よ
っ
て
設
計
建
造

さ
れ
た
最
初
の
蒸
気
軍
艦

「
千
代
田
形
」
な
ど
数
多

の
艦
船
を
次
々
と
建
造
し
、

そ
の
後
明
治
に
は
、
造
船

所
は
政
府
か
ら
払
い
下
げ

を
受
け
、
民
営
の
石
川
島

平
野
造
船
所
が
設
立
さ
れ
、

造
船
技
術
を
通
じ
て
わ
が

国
産
業
の
近
代
化
に
大
き

く
貢
献
し
た
の
で
し
た
。

こ
の
石
川
島
平
野
造
船

所
は
、
現
在
の
Ｉ
Ｈ
Ｉ

（
旧
社
名
：
石
川
島
播
磨

重
工
業
）
の
母
体
と
な
り

ま
し
た
。

石
川
島
の
新
旧
技
術
者

写
真
中
央
の
小
池
さ
ん

は
元
石
川
島
播
磨
重
工
業

社
員
。
写
真
右
は
後
の
リ

バ
ー
シ
テ
ィ
21
の
建
設
に

も
参
加
し
た
、
佃
二
丁
目

「
三
井
住
友
建
設
」
で
勤

務
す
る
伊
藤
さ
ん
で
す
。

資
料
館
の
地
図
で
現
在

と
当
時
の
工
場
を
懐
か
し

そ
う
に
見
て
い
る
小
池
さ

ん
は
、
石
川
島
播
磨
重
工

業
で
定
年
退
職
ま
で
様
々

な
製
造
現
場
で
、
勤
務
さ

れ
ま
し
た
。

1
9
7
9

（
昭
和
54
）
年
、

約
40
年
前
に
佃
工
場
は
移

転
し
、
そ
の
地
は
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
開
発
計
画

で
、
「
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
21
」

と
な
り
多
く
の
人
々
が
暮

ら
す
街
と
な
り
ま
し
た
。

１

「
劇
革
」

「
声
と
表
現
力
」
で
ス
ピ
ー
チ
が

変
わ
る
！

相
手
に
「
３
倍
」
魅

力
的
に
伝
わ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ボ
イ
ス

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

〇
自
分
の
魅
力
が
い
つ
で
も
出
せ

る
よ
う
に
な
る
〇
何
分
話
し
て
も

緊
張
し
な
い
〇
相
手
に

自
分
の
思
い
が
伝
え
ら

れ
る
〇
ド
キ
ド
キ
か
ら

開
放
さ
れ
る
「
声
と
表

現
力
」
を
高
め
ま
す
。

講
師

祖
父
江
好
美

音
大
卒
業
後
、
劇
団
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
女
優
に
。
退
団

後
そ
の
経
験
を
活
か
し
、

ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
、
表
現

力
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し

て
活
動
中
。

info@cheers-inc.co.jp

０
３-

４
３
６
０-

８
７
３
４

佃・月島地域以外の方にも年2千円サポーター会員で新聞をお届けします。 ☎070-5079-8815 ✉info@tsukutsuki.com

佃
月
島
で
観
察
で
き
る

野
鳥
図
鑑
連
載
③

佃
二
丁
目
の
読
者
記
者

藤
田
明
さ
ん
は
毎
年
開
催
し

て
い
る
「
野
鳥
観
察
会
」
の

運
営
メ
ン
バ
ー
で
す
。

「
ツ
バ
メ
」

夏
に
日
本
に
き
て
繁
殖
し
、

秋
に
南
へ
も
ど
っ
て
い
く
の

が
夏
鳥
。
そ
の
代
表
が
、
ツ

バ
メ
で
す
。
と
こ
ろ
が
減
少

傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
フ

ン
害
を
嫌
っ
て
、
住
民
が
巣

を
壊
し
て
し
ま
う
た
め
で
す
。

か
わ
い
い
ヒ
ナ
た
ち
の
成

鳥
を
楽
し
め
る
機
会
。
汚
れ

対
策
を
施
し
て
、
温
か
く
見

守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

大
好
評
の
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

藤
田
さ
ん
制
作
の
「
冬
の

野
鳥
図
鑑
」
を
ご
希
望
の
方

に
無
料
で
お
譲
り
し
て
い
ま

す
。
読
者
か
ら
は
「
窓
辺
か

ら
見
え
る
鳥
の
名
前
が
知
り

た
か
っ
た
」
「
来
年
の
野
鳥

観
察
会
が
楽
し
み
」
な
ど
の

声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
夏
の
図
鑑
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ご
希
望
の
方
は

編
集
部
ま
で
ご
連
絡
を
。

佃
月
島
新
聞
サ
ポ
ー
タ
ー

企
業
サ
ポ
ー
タ
ー
が
15
社
に
、

個
人
サ
ポ
ー
タ
ー
は
30
人
を
越
え

ま
し
た
。
佃
月
島
新
聞
は
地
域
を

絞
り
込
む
こ
と
で
経
費
を
下
げ
、

地
域
情
報
を
極
力
多
く
お
伝
え
し

た
く
、
運
営
経
費
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
た
だ
く
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

年
会
費

個
人
一
口
２
千
円

新
聞
を
ゆ
う
メ
ー
ル
便
な
ど
で

毎
月
確
実
に
お
届
け
し
ま
す
。

年
会
費

法
人
一
口
２
万
円

年
一
回
企
業
様
の
PR
紹
介
記
事

を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

ご
賛
同
い
た
だ
け
る

方
の
ご
協
力
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
地
域
企
業
様

の
毎
月
の
広
告
も
四
社
、
頂
戴
し

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
編
集

部
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

こ
ち
ら
み
ん
な
の
情
報
局

中
央
区
区
民
メ

デ
ィ
ア
リ
ポ
ー
タ
ー

の
会
が
制
作
の
東

京
ベ
イ
ネ
ッ
ト

「
中
央
区
発

こ

ち
ら
み
ん
な
の
情

報
局
」
は
、
毎
日

３
回
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

番
組
はY
o
u
T
u
b
e

で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
「
中
央
区

区
民

メ
デ
ィ
ア
リ
ポ
ー
タ
ー
の
会
」
と

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。
５
月
に
ア
ッ

プ
さ
れ
た
の
は

①
街
の
あ
の
人
の
お
気
に
入
り
喫

茶
店

②
中
央
区
観
光
検
定
〝
佃
の
う
さ

こ
さ
ん
“

読
者
記
者
で
月
島
長
屋
学
校
で

も
ご
一
緒
し
て
い
る
、
リ
ポ
ー
タ
ー

で
活
躍
中
の
マ
リ
ー
さ
ん
に
お
聞

き
し
ま
し
た
。

Ｑ
取
材
か
ら
編
集
ま
で
ど
の
く
ら

い
か
か
る
の
で
す
か
？

取
材
に
２
か
月
、
編
集
に
１
か

月
、
合
わ
せ
て
３
か
月
ほ
ど
で
す
。

Ｑ
編
集
ソ
フ
ト
は
何
を
？

前
作
ま
で
はM

o
v
i
e
M
a
k
e
r

を
使

用
、
今
年
か
らP

o
w
e
r
D
i
r
e
c
t
o
r

に
替
え
ま
し
た
。

Ｑ
題
材
は
ど
こ

で
見
つ
け
る
の
？

中
央
区
内
の
人

や
活
動
で
魅
か

れ
た
も
の
が
テ
ー

マ
に
な
り
ま
す

が
、
１
年
が
か

り
で
探
し
て
い

ま
す
。

新聞を応援いただいている企業サポーター 「ハートベルカンパニー 中
央区蛎殻町不動産」「Ａ-スタイル 武蔵野市広告代理店」「土井工芸 江東区イ

ンテリア内装」「ジャストリサーチサービス 中央区新川 マーケティングリサー

チ」「ニュースター楽器 武蔵野市音楽教室」「キョウカ 中野区弁当配達」

「東京メンテナンス管理 中央区蛎殻町」「Cheers 中央区銀座社員教育・経営

コンサルタント」「平井支店 築地」「グッドイナフ 新宿区訪問介護」「コミ

ニカ印刷春日部市」「三井住友建設㈱ 中央区佃」「リバーシティすずき整形外

科佃」「アイル女性クリニック 月島アイマークタワー」「加圧トレーニングス

タジオ ビプール 佃3丁目」その他個人サポーターの皆さんはホームページに掲

載させていただきます。

応援をいただいている町会・自治会 佃一丁目町会・佃2丁目5号棟自治会・
佃リバーシティ自治会・コーシャタワー佃自治会・リバーシティ21.3号棟自治会・

月島二之部町会 敬称略 5月15日現在

古地図は 京橋図書館蔵 地域資料室「中央区沿革図集」より

石川島の地で働いた人・働いている人 関係ない人

石
川
島
（
佃
二
丁
目
）
で

活
躍
す
る
三
井
住
友
建
設

こ
う
し
て
石
川
島
は
江
戸

時
代
か
ら
現
在
ま
で
、
時
代

と
と
も
に
様
々
な
変
革
を
遂

げ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
そ

こ
に
暮
ら
す
人
た
ち
と
も
密

接
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。

工
場
で
働
く
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
の
生
活
の
場
に
な
っ
て

い
た
長
屋
や
商
店
街
な
ど
。

旧
石
川
島
で
佃
二
丁
目
に

本
社
が
あ
る
三
井
住
友
建
設

は
佃
の
地
域
活
動
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
市

民
講
座
と
し
て
「
木
の
あ
る

暮
ら
し
」
「
減
災
を
め
ざ
し

て
」
第
三
回
の
昨
年
は
、

「
佃
月
島
の
再
発
見
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
を
開
催
、
ま
た
社

員
に
よ
る
地
域
の
子
ど
も
達

へ
の
環
境
教
育
、
清
掃
活
動

や
住
吉
神
社
桜
祭
り
で
の

「
三
建
太
鼓
」
な
ど
、
地
域

の
企
業
と
し
て
生
き
い
き
と

し
た
ま
ち
作
り
に
協
力
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

小
池
さ
ん
へ
の
取
材
（
読

者
記
者
木
内
さ
ん
）
は
「
メ

モ
ロ
記
憶
の
銀
行

月
島
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
近
日
中
に

映
像
公
開
予
定
で
す
。

今
回
、
㈱
Ｉ
Ｈ
Ｉ
石
川
島

資
料
館
・
中
央
区
ま
ち
か
ど

展
示
館
の
取
材
協
力
を
頂
戴

い
た
し
ま
し
た
。

2
0
2
0

年
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
ま
す
が
、
健
常
者
が
障
害
者
へ

の
理
解
を
深
め
、
手
助
け
を
す
る
た

め
の
意
識
変
革
か
ら
、
実
際
に
行
動

す
る
人
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
一
人
一
人
が

行
動
を
お
こ
せ
る
、
土
壌
を
作
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

両
面
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
整
い
、
誰

も
が
暮
ら
し
や
す
い
共
生
社
会
の
実

現
を
目
指
す
た
め
、
今
回
「
心
の
手

を
繋
ぎ
ま
せ
ん
か
」
を
開
催
し
ま
す
。

主
催

公
益
社
団
法
人
東
京
青
年

会
議
所
中
央
区
委
員
会

開
催
日
時
・
場
所

７
月
８
日
（
日
）

中
央
区
立
明
石
小
学
校
・
体
育
館
、

校
庭

13
時
～
17
時

参
加
無
料

13
時
～
演
劇
「Handy

」
を
上
演

14
時
20
分
～
中
央
区
障
害
者
団
体
活

動
発
表
・
障
害
者
体
験
会

演
劇
『HandY-

ハ
ン
デ
ィ-

』

市
村
啓
二
脚
本
・
演
出2

0
1
6

年

第
13
回
杉
並
演
劇
祭
「
大
賞
」
受

賞
作
品

昨
年
10
月
の
東
京
公
演

で
編
集
長
が
感
涙
し
た
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
二
人
劇
（
＋
キ
ー
ボ
ー
ド
）

で
す
。
QR
コ
ー

ド
で
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

「
心
の
手
を
繋
ぎ
ま
せ
ん
か
」
７
月
８
日
開
催
予
告

Ｊ
Ｃ
主
催

岡
田
親

錦
絵
展

も
し
も
私
が
北
斎
だ
っ
た
ら

会
期
６
月
８
日(

金)

～
17
日(

日)

※
最
終
日
18:

00
閉
場

場
所
：
銀
座
伊
東
屋
地
下
一
階

江
戸
町
火
消
錦
絵
師
と
し
て
活

躍
す
る
岡
田
親
さ
ん
の
２
年
ぶ
り

の
個
展
。
岡
田

親
フ
ァ
ン
お
待

ち
か
ね
の
展
覧

会
で
す
。
も
ち

ろ
ん
編
集
長
も

海
老
屋
の
若
旦

那
も
行
き
ま
す
。


